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はじめに 

Raspberry Pi XLX リフレクター開設体験記 
（2017/06/改訂版） 

 
 

 
Shu JA3GQJ 

XLX リフレクターは JR3VH クラブが 2016 年 3 月に国内で最初に試験的に運用を始めたのが 

きっかけで 2016 年 6 月 21 日 JF2ANH 阪野さんから頂いたリフレクターの image を SD カードに焼き 

付けて早速手持ちの 3～4 年前に購入した古い Raspberry Pi に装着して電源を入れたら問題なく 

走りだし、指定した URL でダッシュボードも表示されました。 そこで勉強を兼ねて阪野さんの 

image を参考にしながら Raspberry Pi の OS image の焼き付けからリフレクターソフトのインス 

トール迄を一から始めて使用してきました。今年 5 月にルーターと Raspberry Pi の AC 電源側に 

小容量の UPS を設置しましたが効果はまだ確認出来ていません。2017 年 6 月現在 Raspberry Pi の 

バージョンも更に新しくなっているようです。近頃は、ダッシュボードのカスタマイズにはまって 

しまい、index.php と peers.php に力を入れています。インターリンクの相手先が XLX 番号だけ 

では国が分かりにくいので原始的ですが peers.php に記述を追加して国旗を表示するように 

しました。index.php にはディフォルトの五つのボタン以外に新しくボタンを追加し、その内容の 

表示用に liveccs.php を模倣した新しいファイルを pgs フォルダーに追加しました。これらカスタ 

マイズをバージョンアップに対応する便利な方法を模索中です。（巻末 Appendix④参照） 

 
前提条件  
・Raspberry Pi にはキーボード、マウス、ディスプレイを接続して、LAN は有線接続し、GUI モー

ドで使用する。（MSDOS のようなコマンドモードの文字入力方式の方が CPU への負荷が 軽くな

ると言われていますが初心者は Windows の画面のような方が扱いやすいので GUI モード を使い

ます。） 

・Raspberry Pi 3 を自宅サーバーにするため NTT 光回線に付属するルーターのポートが次の通り 

開放（マッピングとかフォワーディングともいわれる）されている事。カッコ内は用途で、 

中には開放しなくてもよいポートが 含まれているかも知れませんが当局は詳しいことが判ら 

ないのですべてのポートを開放しました。 

TCP port 80 (http) 、TCP port 22 (ssh)、 TCP port 443 (https) 、TCP port 10022 (ssh) 

TCP port 8080 (RepNet) 

UDP port 10001 (json interface XLX Core)、UDP port 10002 (XLX interlink) 

UPD port 20001 (DPlus protocol)、UDP port 30001 (DExtra protocol) 

UDP port 30051 (DCS protocol) 
・ポート開放方法はそれぞれのメーカーの取扱説明書やウエブページを参考にする。 

・自宅サーバーのグローバル IP アドレスは http://ieserver.net/の無料ダイナミック DNS(DDNS) 

サービスを利用して取得する。また、Raspberry Pi のローカル IP アドレスは一般的な自動 

割り付け(DHCP)ではなく手動設定の固定アドレスにする。（手動設定方法は 13 ページ） 

・プロバイダーの都合やルーターの電源が落ちると使用するグローバル IP アドレスが変わって 

しまうのでリフレクターの公開はドメイン名（http://xlxreflector.jpn.ph など）で行う。 

・リフレクター番号（XLX569 等）は dvs@rls.lu にメールをして出来れば自分が希望する番号を 

取得する。 

・image を SD カードに焼き付けるソフト Win32 Disk Imager を予め Windows パソコン にイン 

ストールしておく。（Windows 10 パソコンでのダウンロードは巻末 Appendix②参照） 

・SD カードによって稼働する Raspberry Pi の連続運転の耐久時間の経験は皆無です。 
・使用できる SD カードの容量は最低８GB ではないかと思いますが当局は現在 16GB を使用して 

います。 

http://ieserver.net/%E3%81%AE%E7%84%A1%E6%96%99%E3%83%80%E3%82%A4%E3%83%8A
http://xlxreflector.jpn.ph/
mailto:dvs@rls.lu
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Raspberry Pi 用 OS の image を焼く  

下記から RASPBIAN JESSIE WITH PIXEL の ZIP ファイル(２０１７年１月バージョン)をダウン 

ロードしますがダウンロード時間が約 30 分必要であった。 

https://www.raspberrypi.org/downloads/raspbian/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Download zip をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
約 30 分後、「・・・のダウンロードが終了しました」が表示されたら OK 

https://www.raspberrypi.org/downloads/raspbian/
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当局の場合ダウンロード先はディフォルトのダウンロードフォルダーなのでそこにある 

「2017-01-11-rasbian-jessie.zip」を解凍ソフト Lhaplus 等を使って 

「2017-01-11-rasbian-jessie.img」という image ファイルを作る。 新しいバージョン

はコメントにもあるように 4GB 以上のピクセル image の zip ファイルで 従来の Lhasa では

解凍できず Lhaplus を使用した。 
 

 

 
 

当局の場合「2017-01-11-rasbian-jessie.img」という image ファイルがディスクトップ 

の「2017-01-11-rasbian-jessie」というフォルダー（右上）の中に生成されました。 
 

 

 
 
image ファイルが出来たら Win32 Disk Imager で SD カードに焼き付けます。 
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③ ② ① 
 
 
 
 

④ 
 
 
 
 
Win32 Disk Imager 立ち上げて SD カードを Windows パソコンに挿入すると自動でディバイス（この 

例では G¥①です）が認識されます。その左隣のフォルダーのアイコン（②）をクリックして先ほど 

生成した 2017-01-11-rasbian-jessie」というフォルダーの中にある 2017-01-11-rasbian- 

jessie.img」という image ファイル（③）を選択したら「Write」(④) をクリックして焼き付けを 

開始します。 

 
 
先に何かが書き込まれた SD カードに焼き付ける場合は上の図のようなメッセージ画面が 

出ますので消してもよければ「Yes」をクリックして先に進みます 
 

 

 
 
上の図のように緑色のプログレスバーが表示されて焼き付けの進行状態が示されます。 

暫く待つ(当局の場合約 9 分)と緑色のプログレスバーが空白を 埋めて焼き付けが終

了します。 右の図は焼き付けが成功して完了したことを知らせるポップ アップ画

面です「OK」をクリックして閉じます。 

 
Win32 Disk Imager のダウンロードは巻末 APPEDIX②参照 

 

 
 

Raspberry Pi の起動 

 
OS イメージの焼き付けが終わった SD カードを Raspberry Pi に装着して起動すると従来のバー 

ジョンと違った中身は英文仕様の GUI 画面がポップアップします。 
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起動準備完了 起動後のモニター画面 
 

 
 

 

Raspberry Pi を日本語仕様にする 

 
画面左上のラズベリーのアイコンをクリックしてメニューを開いて Preferences➡Raspberry Pi 

Configuration と進んで Raspberry Pi Configuration を開く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Raspberry Pi Configuration を開くと「System」、「Interfaces」、「Performance」、 

「 L o c a l i s a t i o n 」 （ ロ ー カ ラ イ ゼ ー シ ョ ン ） の 合 計 ４ 種類 の タ グ が あ り ま す の で 先 ず 

「Localisation」（ローカライゼーション）タグを選択する。 

注：日本語仕様にするだけであれば Set Local でロケイルを日本にするだけでも良いが、ついでな 

ので「Localisation」（ローカライゼーション）タグの項目すべての設定をしました。 
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「Localisation」タグで「Set Locale…」をクリックするとディフォルトの画面がポップアップす 

る。プルダウンボタン（右の▼印）を押して表示されるプルダウンメニューから ja(Japanese)を 

選択する。（Country は自動的に JP(Japan)が設定される) 
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タイムゾーンを変更する 
 
次に「Localisation」タグで「Set Timezone...」をクリックして時間を UTC(GMT)から日本時間に 

変更する。 

Area のプルダウンボタン（右の▼印）を押して表示されるプルダウンメニューから Japan を 

選択する。（Location の設定は不要） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キーボード配列を日本仕様に変更する 

 
次に「Localisation」タグで「Set Keyboard...」をクリックしてキーボードを日ごろ使い慣れた 

配列にする。 

Country のディフォルトは United Kingdom になっているので Country の右のスクロールバーで 

Japan を選択した後さらに Variant で Japanese を選択して「Type here to test your keyboard」 

欄でキーボードの@マークキーを押して正しく@マークが表示されることを確認したら「OK」ボタン 

で設定終了。 
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WiFi を日本仕様に変更する 
「Localisation」（ローカライゼーション）タグで「Set WiFi Country...」をクリックして 

Country のプルダウンボタン 

（右の▼印）を押して表示されるプルダウンメニューから JP JAPAN を選択する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
WiFi Country Code 画面の「OK」ボタンをクリックしたら「Localisation」（ローカライ 

ゼーション）タグの全ての項目の設定が終了しますので「Localisation」タグの「OK」ボタンを 

クリックして和文仕様への設定が完了します。このとき次のようなコメント（設定を有効にする 

ために再起動が必要）がポップアップするので「Yes」をキリックして Raspberry Pi を再起動 

します。 
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日本語仕様の確認 
再起動後画面左上の Raspberry Pi アイコンをクリックしてメニューを開くと Preferences が 

「設定」、Raspberry Pi Configuration が「Raspberry Pi の設定」に変わっているので、 
 

 

 
 
そこで「設定」➡「Raspberry Pi の設定」と進んで「Raspberry Pi の設定」画面を開くとタグの 

表示が全てカタカナで表示されています。 
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ホスト名、パスワードの変更 
ディフォルトのホスト名は「Raspberrypi」です。これを例えば「ja3gqj」等に変更します。 

 

 

 
 
ディフォルトのパスワードは「raspberry」です。これを「パスワード変更」ボタンをクリックして 

ポップアップした画面（下図）で自分用に変更します。 
 

 

 
 
このとき、新しいバージョンから従来のパスワード（Current Password）が必要になりました。 
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空白欄をすべて埋めて「OK」ボタンをクリックするとパスワードが変更された旨のコメント画面が 

ポップアップしますので「OK」ボタンをクリックして終了します。 
 

 

 
 

SSH と VNC を有効にする 
今回は使いませんがこれらを有効にしておくと Raspberry Pi をウィンドウズパソコンなどから遠隔 

操作が出来るようなので便利かと思います。 
 

 

 
 
パーフォーマンスは変更しない 

 
これを操作することで動作速度が早くなる場合があるそうですが発熱や CPU の劣化を早めるなどの 

問題が有ると言う事なので、ここはディフォルトのままにしておきます。 
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日本語ソフトのインストール  
9 ページで日本語仕様に変更した確認をしました。ところが文章を編集するときの日本語の入力 

方法が分からないので別途次の要領で日本語ソフトをインストールしました。インストール後は 

再起動すると画面右上にアイコンが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・起動後ターミナルエミュレーター（LXterminal（下図））を開いて root 権限に切り替える。 

以降コマンドは全て root 権限からのコマンドなので先頭の sudo は省略しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

# sudo –s root 権限に切り替えるコマンド （#印は含まない） 
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次のコマンド（＃は含まない）を順番に実行していきますがかなり時間がかかるコマンドや作業中 

に「Do you want to continue?」（続けるかどうか）と表示されるコマンドがあります。こんな 

ときは無条件で「y」を入力して次へ進みます。 

 
# apt-get update 

# apt-get upgrade 

# apt-get install ibus-anthy 

# apt-get install fonts-takao 

 
エディターpico について 
これ以降はエディターが必要になりますので当局は Raspberry Pi 付属の pico を使用します。 編集

や新しく作成するファイル名の前に pico /xx/xx.yy などと端末エミュレータ TXTerminal に 打ち込

みます。カーソル移動は上下左右の矢印を使う必要がありますがその他は Windows パソコン ンと同

じようなキーボード操作で OK です。ただ編集、新規作成後の保存は先ず、コントールキーと 

「x」キーを同時に押した後「y」を入力してエンターキーで保存終了します。 
 

 

Raspberry Pi に固定 IP アドレスを設定する 
最近わかってきましたが XLX リフレクターソフトとはダッシュボードと称して一種のホームページ 

を開設するようなものでホームページ公開と同じように IP アドレスは固定しなければならないので 

XLX リフレクターソフトをインストール前に IP アドレスを固定することにします。 

 
# pico /etc/dhcpcd.conf 

 
開いた Terminal 画面の最終行の次に有線か無線、どちらかを追記しますが入門用には有線のほうが 

楽です。 

有線 LAN 用（無線 LAN 用は Interface eth0 を Interface wlan0 とする） 

Interface eth0 

Static ip_address=192.168.x.yyy 

Static routers=192.168.x.1 

Static domain_name_servers=192.168.x.1 

有線、無線 にかかわらず通常 x には 0 か１が使われているケースが多い。 
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XLX マルチプロトコルリフレクターゲートウエイソフトの概要  
Dplus 系の REFxxx リフレクターは開設のための登録手続をすれば自分でリフレクター用のソフトを 

用意する必要はありませんがこの XLX リフレクターは強いて登録手続の必要がなく基本的に自分で 

リフレクター用のソフトを立ち上げれば OK です。正常に立ち上がるとウィンドウズパソコン等から 

普通の WEB ページを見るようにその URL 例えば http://xlxreflector.jpn.ph/index.php 等と打ち 

込むと次のような画面が現れこれをダッシュボードと呼んでいます。一番の特徴は php の記述で 

画面をカスタマイズできることです。 
 

 

 
 
このダッシュボーには WEB ページ（ホームページ）を開設するときに使われる・・・・/index.html 

に代えて・・・・/index.php が使われていますが、WEB サーバー用 apach2 や PHP と言った WEB 

ページのプログラムを記述するソフトをインストールするようになっておりリフレクターソフトを 

インストールする過程でディフォルトの index.html ファイルが生成されています。 

Raspberry Pi の OS とソフトのディレクトリー（Windows パソコンでフォルダーと言われている）の 

構成は次のようになっています。ファイルマネージャーで開くディフォルトのフォルダーは pi フォ 

ルダーで中身は下図の通りです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上向き矢印（上図）でルートディレクトリー（記号の「/」だけ下図）に行くと次の図のように 

bin,boot,callhome,dev,etc,home,lib,lost+found,media,mnt,opt,proc,root,run,sbinsrv,sys, 

tmp,usr,var,xlxd と言う合計２１種類のフォルダーが出来ています。此の内 callhome と xlxd は 

プログラムインストール中に生成されます。 

http://xlxreflector.jpn.ph/index.php
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また etc フォルダーには合計１１１種類のフォルダーと合計９０種類のファイルがあります。 

（ファイルの数は変動するものと思われます。） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
init.d フォルダーには合計６０種類のファイルがあり、この中で重要なのが xlxd ファイルです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
更に var フォルダーには backups,cach,lib,local,lock,log,mail,opt,run,spool,tmp,www と言う 

合計１２種類のフォルダーがあり 
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その中の www フォルダーにお馴染みの html フォルダー（下図）があります。 
 

 

 
 
この html フォルダーに XLX リフレクターに必要なすべてのフォルダーとファイル（下図）が 

生成されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
web ダッシュボードで表示するのは index.php です。ちなみに http://xlxreflector.jpn.ph だけを 

打ち込んだ場合はディフォルトの index.html（下図の Apache2 Debian Default Page）が表示され 

ますので URL の打ち込みは http://xlxreflector.jpn.ph/index.php としなければなりません。 
 

 

 

 
i m g  フ ォ ル ダ ー に は 見 慣 れ た ア イ コ ン の 画 像 フ ァ イ ル と 各 国 の 旗 の フ ォ ル ダ ー f l a g s  が 
あります。此の中へ自分の好みの画像を入れて同じファイル名にするとダッシュボードに表示 

されるアイコンや画像が変更されます。 
 

 

 

http://xlxreflector.jpn.ph/
http://xlxreflector.jpn.ph/index.php
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flags フォルダーの日本国旗は当局で加工したものと交換しています。 

 

 

 
 
log フォルダーにある xlxlog.php は web ページで http://xlxreflector.jpn.ph/log/xlxlog.php と 

打ち込むと・・・・・ 
 

 

 
 
・・・・・次のようなページがポップアップします。 

 

 

 

 
このページで「クエリー送信」にパスワード（-D-Star+）を入力するとリアルタイムの 

ログが表示されいているようですが利用（解読）方法が分かりませんけど相互接続 

相手との状況が表示されているように見えます。 
 

 

http://xlxreflector.jpn.ph/log/xlxlog.php
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pgs フォルダーには各種 php ファイルがあり config.inc.php はセットアップでその内容を変更する 

必要があるファイルです。 
 

 

 
 
当局は pgs フォルダーの peers.php ファイルを加工して相互接続相手の旗と国名を表示する 

ようにしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また下図のように旗が表示されないのは pgs フォルダーの country.csv の国名リストにその国の 

新しいプリフィックスが記入されていないためなのでこのファイルを開いてプリフィックスを記入 

します。バージョンが 1.4.0 になってから台湾、香港、中国のプリフィックスリストと旗の関係に 

変化があり、香港の旗がなくなり、従来の台湾のプリフィックスが中国のプリフィックスにリスト 

されています。（当局はバージョン 1.３．９以前のものに編集しました。） 



19  

China のプリフィックス「VR」（香港）は当局が追加しましたが BV, BX など一部のプリフィックス 

は China と Taiwan の両方にダブってリストされており、ダッシュボードへの表示は China のほうが 

優先されるので当局はバージョン 1.３．９以前のものに編集してダブっている China のプリフィッ 

クスを削除して従来通り台湾の旗が表示できるようにしました。 
 

 

 
 
XLX マルチプロトコル・リフレクター・ゲートウエイをインストールする  次のコマンド

（#印は含まない）を Raspberry Pi を管理者権限（root）で順次実行していきますが これらのコマ

ンドをキーボードで打ち込むかコマンド一式をあらかじめ付属の LibreOffice Writer 等で一覧表に

しておいてコピーして端末エミュレーター（LXTerminal）に貼り付けるか二通りの 方法がありま

す。一覧表方式の場合コマンドごとに必ずエンターキーを打って各コマンド間は一行 開けておきコ

ピーの時にコマンドの次の空欄の行からコピーして貼り付けると端末エミュレーター 

（LXTerminal）ではエンターキーを打つ必要がありませんのでインストール作業が早く終わります。 
（下図参照） 

 

 apt-get update  

 この空白行から上をコピーする 

apt-get upgrade 
 
apt-get install git git-core 

 
・先ず OS のアップデートとアップグレードを行いますが新しいソフトをインストールする前の呪い 

みたいな物と思っています。ここでは先の日本語ソフトをインストールするときに実施して 

いるので省略しました。 

# apt-get update 

# apt-get upgrade 

・続いてギットをインストールする 

# apt-get install git git-core 

・続いてウエブサーバーapache2 と PHP をインストールする。 

# apt-get install apache2 php5 

・続いて g++ コンパイラーをインストールする 

# apt-get install build-essential 

# apt-get install g++-4.7 

・続いて XLX ソースコードをインストールしてコンパイルする。 

# git clone  https://github.com/LX3JL/xlxd.git 

# cd xlxd/src/ 

https://github.com/LX3JL/xlxd.git
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# make 

# make clean 

# make install 

・続いてスタートアップスクリプト XLXD を/etc/init.d へコピーする。 

# cp ~/xlxd/scripts/xlxd /etc/init.d/xlxd 

・続いてルートディレクトリーに callhome フォルダーを作って書き込み権限を与える。 

# mkdir callhome 

# chmod 777 callhome 

・続いてディフォルトのスタートアップパラメータを開いて記述を変更する。 

# pico /etc/init.d/xlxd 

pico は OS 付属のエディターです。カーソルの移動はキーボードの上下左右の矢印で行います。 

Delete キー、BackSpace キーなどカーソル移動以外はワードなどと変わりません。編集の終了は コ

ントロールキーと「x」キーを同時に押した後「y」を入力してエンターキーをクリックしたら 保存

して終了します。保存なしで終了するときは「n」を入力してエンターキーをクリックします。 

①開いたらその中の ARGUMENTS を 13 ページで設定したローカル固定 IP アドレスに変える。 
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② 次に start-stop-daemon --start --exec $DAEMON --chuid $USER:$GROUP –background- 

–$ARGUMENTS 行にシャープマーク（#）を付けて次の行に$DAEMON $ARGUMENTS を記述する。 

③ 次に start-stop-daemon --stop --pidfile $PIDFILE 行にシャープマーク（#）を付けて 

次の行に killproc $DAEMON の記述を追加する。 

・続いて自動起動およびシャットダウンのためのサービスを宣言する。 
# update -rc.d xlxd defaults 

・続いて次のコマンドでサービスの起動停止を行う。 

# service xlxd start 

# service xlxd stop 

・続いてダッシュボードの内容を/var/www へコピーするが二種類のダッシュボードがあるので 

次のコマンドのどちらかを選ぶ。 

① # cp -r ~/xlxd/dashboard2/* /var/www/html ←  

② # cp -r ~/xlxd/dashboard/* /var/www/html ← 14 ページ上図 

 
・続いて次のコマンドで config.inc.php を開いて・・・ 

# pico /var/www/html/pgs/ config.inc.php 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・・・次の事項を編集する。 

$PageOptions ContactEmail： 連絡先の e メールアドレスを入れる。 

$PageOptions RepeaterPage IPModus： 表示する IP アドレスの桁数を決める。 

IP アドレスの桁数は端末エミュレーター画面の上から 5、6、7、8、9 行目にあるスク 

リプトをコピーして該当する２個所に貼り付けます。ディフォルトは ShowfullIP に 

なっています。国内では ShowLast1ByteOfIP か HideIP にすればセキュリーティーが 

改善されるでしょう。HideIP にすると IP アドレスは表示されません。 
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$CallingHome Active： ディフォルトの fales を ture にする。 

$CallingHome MyDashBoardURL： 自分のドメイン名を URL にする。 

この例では http://xlxreflrctor.jpn.ph/index.php 

$CallingHome Country： この例では Osaka JAPAN のように国名を入れる。 

$CallingHome Comment： 100 字以内の英文でコメントを書く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

$CallingHome MyDashBoardURL：ディフォルトの tmp を callhome に書き換える。 

 
次の 3 項目の設定（記述）が正しくないとダッシュボードが動作しません「‘」一つ 

欠けても NG です。 

$CallingHome Active、$CallingHome MyDashBoardURL、 

$CallingHome MyDashBoardURL 

 
・続いてダッシュボードにサーバログファイルへの読み取りアクセス権を与えます。 

# chmod +r /var/log/messages 

・再起動する 

# reboot 

http://xlxreflrctor.jpn.ph/index.php
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・再起動後、ターミナルエミュレーター（LXterminal）を開いて次のコマンドをコピー(巻末 

Appendix③参照）して貼り付けるとコマンドが順次自動的に実行され最後に稼働状況が表示される。 

（コピー貼り付け用には必ず各コマンド間に空白行を入れて最後のコマンド行の次の空白行から 

コピーして這いつけること。） 
 

 

 
 

これらコマンドが順に自動実行された後、下図のような画面が表示されれば正常に稼働して 

います。 

 
 

・正しく起動していても LAN 接続が出来ていないか LAN が正しく接続されていても 

ルーターのポートが解放されていない場合は次のようなエラーが表示されます。 
 

 

 
 
・起動されておらず、尚且つ、LAN 接続が出来ていないか LAN 接続が正しくてもルーター 

のポートが解放されていない場合は次のようなエラーが表示されます。 

次のコマンド（#印は含まない)で手動による確実な起動が出来ます。 

# CD /etc/init.d 

# ./xlxd start 
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XLX マルチプロトコル・リフレクター・ゲートウエイの広報 

http://xrefl.boards.net/thread/2/request-adding-changing-directory-xrefl?page=1 

（下図）のように X Reflector Forum で、次の１）～７）までの項目を記入して John K6KD へ 

「XLX Multiprotocol Reflector Gateway 」で取得した XLXxxx の登録を依頼する。 

 
1) Required: the URL to a working dashboard 

2) Required: the address to be added to the host file 

3) Required: the hosting or sponsoring station or organization 

4) Required: the country 

5) Optional: the organization website if it exists 

6) Optional: any title or other description for the reflector 

7) Optional: the city and/or region 

 

 
 
ソフトのバージョンアップ 
バージョンアップ情報は https://groups.yahoo.com/neo/groups/ircDDBGateway/info のフォーラム 

から入手しますがバージョンアップの方法には二通りあると思います。 

１．カスタマイズをしていないとき。 

http://xrefl.boards.net/thread/2/request-adding-changing-directory-xrefl?page=1
https://groups.yahoo.com/neo/groups/ircDDBGateway/info
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当初はバージョンアップのソースのありかが分かってもそれをどのようにダウンロードして 旧

バージョンから新しくするかが分からずバージョン 1.3.9 まではいちいち SD カードに image を

新しく焼いてインストールし直していました。ベテランの方には笑われますがダッシュボー ド

などのカスタマイズをしていなければこの方法が一番間違いのないやり方ですが、ダッシュ ボ

ードのデーターも下図の通り新しくなります。QSO には支障ありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しかし、通常は次の手順がよさそうです。 

a. /var/www/pgs にある config.inc.php と/callhome にあるハッシュファイル 

callinghome.php をバックアップしてファイルをディスクトップに置いておく。 

# cp /callhome/callinghome.php /home/pi/Desktop 

# cp /var/www/html/pgs/config.inc.php 

b. Github からソースファイルをダウンロードする。 

# service xlxd stop 

一旦/xlxd/src を削除しないと新バージョンのソースファイルがダウンロード出来ない。 

# chmod 777 xlxd 

# rm -r xlxd （/xlxd/src の削除） 

# git clone https://github.com/LX3JL/xlxd.git 

c. ダウンロードしたソースをコンパイルする。 

# cd xlxd/src/ （ダウンロードと同時に新しく生成される xlxd/src/に移動） 

# make （コンパイル実施） 

# make clean （ソースコードの中身によっては無意味な場合がある） 

# make install （/xlxd にある xlxd.interlink, white, black ファイルを消さない 

ように注意、下図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（上の部分はコンパイル終了前下は make install で Interlink, black, white ファイルを 

消さないように終了する） 

https://github.com/LX3JL/xlxd.git
https://github.com/LX3JL/xlxd.git
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d. xlxd/src の xlxd を/xlxd にコピーする。 

#cp xlxd /xlxd (コピーするときのディレクトリーは xlxd/src/) 

e. xlxd を起動する。 

# service xlxd start 

f. 新しいダッシュボードファイルを古いファイルに上書きする。 

# cp -r ~/xlxd/dashboard/* /var/www/html 

g. /var/www/html/pgs の中ある config.inc.php を開いて新バージョンであることを確認する。 

# pico /var/www/html/pgs/config.inc.php 
 
 
 
 

h. ディスクトップのバックアップして置いた config.inc.php にダッシュボードの新しい 

バージョンを書き込んで、/var/www/html/pgs に上書きして貼り付ける。 

# pico /home/pi/Desktop/config.inc.php (バックアップしたファイルを開く) 
 

 
 
 
 
 

2.3.5 を確認したバージョン 2.3.7 に書き換える 

書き換えたファイルを元のフォルダーに戻す。 

# cp /home/pi/Desktop/config.inc.php /var/www/html/pgs 

i. callinghome.php を元に戻す。 

# cp /home/pi/Desktop/ callinghome.php /callhome 

２．カスタマイズをしているときは 

a.カスタマイズの仕方によりますがカスタマイズしたファイル（フォルダー）をバックアップ 

する。（画像関係は別ホルダーにして置くとバックアップの必要がない） 

b.前項の a.～ i.を行う。 
c.続いてカスタマイズしたファイルを元に戻す。 当局の例では

/var/www/html/index.php, /var/www/html/pgs/peers.php と 

/var/www/html/pgs に追加した php ファイル（別ホルダーから元に戻す）が 

対象になります。 

 
おわりに 
XLX リフレクターのバージョンアップに翻弄されてきましたがその方法が確認できてやっと落ち 

着きました。今後、勉強（確認）しなければならないのは XLX リフレクターの仕組みで、我々が 

使用しているダッシュボードの位置づけです。2017/04/12 現在リフレクター一覧表には 160 の 

リフレクターが稼働していますがこれらリフレクターはどのように関わっているのか、何処かに 

親サーバーがあってこの親サーバーを通じて繋がっているのかそれとも親サーバーはリフレクター 

の自動登録の管理だけで個々のリフレクター同志が直接つながって分散型のサーバーを形成して 

いるのか、そのいずれにしても何が原因で交信中に音声が途切れるのか事があるのか、インター 

ネット回線の影響を受けていることは他のインターネット通信ソフト（CQ-100 や HamsPhere など） 

を使用した体験から各国の回線事情や通信時間帯やインターネット利用者が多い地域などの影響が 

あるように思います。昨年３月頃のリフレクター数は 100 未満でしたがその後増加して現在は 

1７６です。（その他ダッシュボードのリストに表示されないマルチではないシンプルの XRF リフ 

レクターが 10 ほどあるようです）最高 1000 のリフレクターが開設できるようですがインター 

ネット回線を利用する関係でリフレクター数の増加は通信速度に影響を与える要因ではないかと 

思っています。現在のリフレクターでそのダッシュボードのアクセス時間に差がありますがこれも 
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音声伝達に何らかの影響があるような気がします。更に一つのリフレクターに接続している利用者 

が多いと音声伝達に遅れが出るのではないかとも思います。 最後にリフレクターに無線局をリンク

したときのデーターが全くありません。一対一のリンクが 最適な条件であることは推測できます

が、リフレクター１に対して無線局は何局までリンクできる のか、インターネット回線内のデー

ター移動時間と無線通信でのデーター移動時間は異なりイン ターネット回線内でのデーター移動

時間は変動するが無線通信でのデーター移動時間は変動しない と考えられますのでこれらを意識し

て感覚的なデーターがとれたらと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

AS of June 4, 2017 
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Appendix① 
 
Vsftpd ファイルサーバーの構築 

 
XLX リフレクターソフトが働いている Raspberry Pi のエミュレーターTXTerminal を管理者(root) 

権限にして次のコマンドで vsftpd をインストールします。(管理権限するとコマンドの前の sudo が 

省略できる、以下コマンド入力には#印は含まない。） 

 
# apt-get update 

# apt-get upgrade 

# apt-get install vsftpd 

 
次のコマンド（#印は含まない）でポップアップした画面で以下の項目を編集する。 

 
# pico /etc/vsftpd.conf 

 
取り合えず次の項目を編集してお馴染みの ffftp を 

パソコン（Windows 10）にインストール設定後、Raspberry Pi の接続が出来ました。ポイントは デ

ィフォルトの listen=NO を YES に同じく listen_ipv6=YES を NO にしないと接続できなかったとこ ろ

です。 

listen=YES, listen_ipv6=NO, anonymous_eable=NO, write_enable=YES, local_umask=022, 

asci_upload_enable=YES,  asci_download_enable=YES,  chroot_local_user=YES, 

chroot_local_list=YES, chroot_list_file=/etc/vsftpd.chroot_list 
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ベテランの人には当たり前ですが vsftpd.conf 

の内容は#印で設定の意味が説明されています 

のでそれが理解できれば上の編集で不要な 個

所があるかもしれません。またディフォ ルト

で設定項目に#印がついていないところは その

ままで上の項目は#印が付いている処 ばかりで

すがその行はそのまま残してその 次に#印が付

かない行を追加します。 

 
設定の編集が終わったら次に ffftp からアク 

セスさせるためのユーザーを指定する新しい 

ファイルを作ります。 

 
# pico /etc/vsftpd.chroot_list 

 
vsftpd.chroot_list は新しく作るファイルの名前で上のコマンドでポップアップするブランクの 端

末エミュレーターLXTeminal に「pi」と打ち込んで保存するだけです。保存方法は本文 13 ページ を

参照ください。 
 

 

 
 

 
 

以上 
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Appendix② 
 
Win32 Disk Imager のダウンロード  

 
Window 10  パソコンで https://osdn.jp/projects/sfnet_win32diskimager/ を開いて 

Win32DiskImager-0.9.5-install.exe (日付: 2014-03-20, サイズ: 12.0 MB)をクリック（下図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に開いた画面（下図）の下にある「Win32-DiskImager-0.9.5-install.exe(11.7MB)について行う 

操作を選んでください」①で「保存」ボタン②を押してダウンロードする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 
②
 

https://osdn.jp/projects/sfnet_win32diskimager/
https://ja.osdn.net/projects/sfnet_win32diskimager/downloads/Archive/Win32DiskImager-0.9.5-install.exe/
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暫くして「Win32-DiskImager-0.9.5-install.exe のダウンロードが終了しました」①と表示が 

変わったらその右の「実行」②ボタンクリックしてインストールを開始する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① ② 

 
 

開始直後には「この不明な発行元からのアプリがディバイスに変更を加えることを許可 

しますか」とのコメント画面が出るので「はい」をクリックして次に進むと下の図が 

ポップアップするので「Next」ボタンをクリックする。 
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次にポップアップした画面で「I accept the agreement」を選択したら「Next>」ボタンで次に進む。 
 

 

 
 

ファイルのインストール先は下図の通りディフォルトで「Next>」ボタンで次に進む。 
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ファイルをインストールするフォルダ名は下図の通りディフォルトで「Next>」ボタンで 

次に進む。 
 

 

 
 

「Create a desktop icon」にチェックマークを付けて「Next>」ボタンで次に進む。 
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次にポップアップした画面は「Next>」ボタンをクリックするだけ 
 

 

 
 

次の画面でグリーンのプログレスバーでインストールの進行状態が表示されて 
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インストール終了前の画面で「View README.txt」のチェックマークを外して 

「Finish」ボタンで終了しようとしても 

 

 
 
次のようなコメント画面がポップアップしてしまうので 

 

 

 
 

下図のように「View README.txt」と「Launch Win32DiskImager」両方のチェック 

マークを外して「Finish」ボタンで一旦終了して 
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ディスクトップのアイコン（下図）をクリックして起動するが 
 

 

 
 
起動前に再び「この不明な発行元からのアプリがディバイスに変更を加えることを許可しますか」 

のコメント画面がポップアップするので「はい」をクリックしてプログラムを起動（下図）する。 
 

 

 
 

 
 

以上 
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便利グッズ  

Appendix③ 

 

 
① XLX マルチプロトコルリフレクターをインストールしてセットアップするときのコマンドの 

一覧表を作っておいてそれをコピーしてターミナルエミュレーターに貼り付けると便利。 
 

 

 
 
コマンド一覧表の一例 

「//」は原文のコメント。「#」はコマンドではないのでコピーしないこと。 

「pico」はエディターです。「赤字」は当局が追加したコマンド 

 
Debian 7 (Wheezy) 32 and 64bit: (原文) 

 
// after a clean installation of debian make sure to run update and upgrade 

# apt-get update 

# apt-get upgrade 

 
// install git 

# apt-get install git git-core 

 
// install webserver with PHP5 support 

# apt-get install apache2 php5 

 
//install g++ compiler 

# apt-get install build-essential 

# apt-get install g++-4.7 （原文のコメントはカット） 

 
//download and compile the XLX sources 

# git clone https://github.com/LX3JL/xlxd.git 

# cd xlxd/src/ 

# make 

# make clean 

# make install 

 
// copy startup script “xlxd” to /etc/init.d 
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# cp ~/xlxd/scripts/xlxd /etc/init.d/xlxd 

 
# mkdir callhome 

# chmod 777 callhome 

 
// adapt the default startup parameters to your needs 

# pico /etc/init.d/xlxd 

# 「start-stop-daemon --start --exec $DAEMON --chuid $USER:$GROUP --background 

-- $ARGUMENTS」 のところを 

「 $DAEMON $ARGUMENTS 」に変えるのでコピーしてペーストするのは$DAEMON $ARGUMENTS 
だけ 

# 「start-stop-daemon --stop --pidfile $PIDFILE 」のところを 

「killproc $DAEMON」に変えるのでコピーしてペーストするのは killproc $DAEMON だけ 

 
// Last step is to declare the service for automatic startup and shutdown 

# update -rc.d xlxd defaults 

 
// start or stop the service with: 

# service xlxd start 

# service xlxd stop 

 
// copy dashboard to /var/www 

# cp -r ~/xlxd/dashboard/* /var/www/html 

 
// give the dashboard read access to the server log file 

# chmod +r /var/log/messages 

 
// reboot server to see if the auto-start is working 

# reboot 

 
② 再起動後に必要なコマンドの一覧表を作っておいてその す

べてをコピーしてターミナルエミュレーターに貼り付 ける

とすべてのコマンドが自動的に実行されるので便利。 各コ

マンド行間は必ず一行開けることと最後のコマンド 行の次

の行までコピーすることがポイントです。 

 
sudo –s 

cd 

service xlxd stop 

service xlxd start 

cd /etc/init.d 

./xlxd stop 
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./xlxd start 

 
./xlxd status 

 
③ ソフトをバージョンアップするときのコマンド一覧表を作っておいてそのすべてをコピーして 

ターミナルエミュレーターに貼り付けるとすべてのコマンドが自動的に実行されるので便利。 

 
sudo -s 

cd 

service xlxd stop 

chmod 777 xlxd 

rm -r xlxd 

 
git clone https://github.com/LX3JL/xlxd.git 

cd xlxd/src/ 

make 

 
make clear 

make install 

 

 
以上 
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１．index.php にボタンを追加する。 

Appendix④ 

Pico や nano 等エディターで index.php を開き・・・・・・ 
 

 

 
 

先ず、追加ボタン用に次の記述を書き加えます。（記述の位置①は下図参照） ディフォルトの

五つのボタンの記述は一行で大変長く最後のボタンの記述は画面のかなり左に 移動しないと見

えませんがその後ろに追加ボタンを記述しますけど下図の通り<td>～</td>の 部分を改行して

５行に分けて記述します。ホームページを開設している方はご存知の通り 

<tr>～</tr>は表の行、<td>～</td>表の行を作ります。 

<td><a href="./index.php?show=xlxinfo" class="menulink">説 明</a></d> 

<td><a href="./index.php?show=xlxdown1" class="menulink">体験記 1</a></d> 

<td><a href="./index.php?show=xlxdown2" class="menulink">体験記 2</a></d> 

<td><a href="./index.php?show=xlxdown3" class="menulink">IC-7100 の活用</a></d> 

<td><a href="./index.php?show=ja3gqj" class="menulink">リンク</a></d> 
 
 
 
 
 
 
 

ディホルトボタン用の記述（一行なのでかなり長い） 
 

② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 
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続いて、追加ボタンを繰り返し使えるように下の記述をディホルトの記述に続けてゆいかします。 

記述位置②は前のページを参照のこと 

switch ($_GET['show']) { 

case 'users' : require_once("./pgs/users.php"); break; 

case 'repeaters' : require_once("./pgs/repeaters.php"); break; 

case 'liveircddb' : require_once("./pgs/liveircddb.php"); break; 

case 'peers' : require_once("./pgs/peers.php"); break; 

case 'reflectors' : require_once("./pgs/reflectors.php"); break; 

以下を追加記述する 

case 'xlxinfo'  : require_once("./pgs/xlxinfo.php"); break; 

case 'xlxdown1'  : require_once("./pgs/xlxdown1.php"); break; 

case 'xlxdown2'  : require_once("./pgs/xlxdown2.php"); break; 

case 'xlxdown3'  : require_once("./pgs/xlxdown3.php"); break; 

case 'ja3gqj' : require_once("./pgs/ja3gqj.php"); break; 

default  : require_once("./pgs/users.php"); 

} 

２．「リンク」ボタン用 php ファイルの作成。 ダッシュボード左端の「リンク」ボタン用に次

のような内容のファイルを作って名前を ja3gqj.php にします。これでダッシュボード画面

を移動することなくその場にリンク先の 画面を表示することが出来ます。①の部分はリン

ク先の URL。 
 
 

① 
 
 
３．peers.php カスタマイズ エディターで

/vat/www/html/pgs の peers.php を開く 
 

 
 
 
 

peers.php に次の二か所に①、②に記述を追加する。 
 

 
 

① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 
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次の記述位置は前頁①参照、和文の処はディフォルトの英文でも良い。 
<th width="25">#</th> 

<th width="80">リンク先</th> 
<th width="145">前回切断日時</th> 

<th width="145">接続継続時間</th> 

<th width="90">プロトコル</th> 

<th width="90">モジュール</th> 

<th width="164">旗</th> 

次の記述位置は前頁②参照。記述行はリンク先の数だけ必要。旗は/img/flags から該当画像を持ってく 

る。 

<td>'; 

switch ($Reflector->Peers[$i]->GetCallSign()) { 
case 'XLX010' : echo '<img src="./img/flags/us.png" height="15" />';echo ' アメリカ'; break; 

case 'XLX011' : echo '<img src="./img/flags/us.png" height="15" />';echo ' アメリカ'; break; 

case 'XLX610' : echo '<img src="./img/flags/au.png" height="15" />';echo ' オーストラリヤ'; break; 
case 'XLX888' : echo '<img src="./img/flags/it.png" height="15" />';echo ' イタリヤ'; break; 

case 'XLX400' : echo '<img src="./img/flags/de.png" height="15" />'; echo ' ドイツ'; break; 

case 'XLX850' : echo '<img src="./img/flags/de.png" height="15" />'; echo ' ドイツ '; break; 

case 'XLX519' : echo '<img src="./img/flags/ca.png" height="15" />'; echo 'カナダ'; break; 

case 'XLX302' : echo '<img src="./img/flags/ca.png" height="15" />'; echo 'カナダ'; break; 

case 'XLX569' : echo '<img src="./img/flags/jp.png" height="15" />'; echo '日本'; break; 

case 'XLX303' : echo '<img src="./img/flags/ca.png" height="15" />'; echo 'カナダ'; break; 

default : 
}'</td> 

結果下図のような peers（インターリンク）の画面になる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４．ボタンに和文表記が出来るのは Raspberry Pi にフォントソフトを追加して和文が使用できる 

ようにしているためです。 

 
以上 


